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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
東
日
本
大
震
災
発
生
後
我
が
国
が
被
っ
て
い
る
風
評
被
害
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
本
年
五
月
二
十
五
日
時
点
に
お
い
て
我
が
国
の
食
品
に
対
し
て
輸
入
規
制
を
行
っ
て
い

る
国
及
び
地
域
は
、
三
十
九
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
日
本
の
食
品
の
全
部
に
つ
き
輸
入
を
停
止
し
、
又
は
放
射
性
物
質
の

検
査
証
明
書
（
以
下
「
検
査
証
明
書
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
産
地
を
証
明
す
る
書
類
（
以
下
「
産
地
証
明
書
」
と
い
う
。

）
を
要
求
し
て
い
る
の
は
、
中
国
な
ど
二
十
三
の
国
及
び
地
域
、
日
本
の
食
品
の
一
部
に
つ
き
輸
入
を
停
止
し
、
又
は
検
査

証
明
書
若
し
く
は
産
地
証
明
書
を
要
求
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
以
外
の
日
本
の
食
品
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
全
て
の
出
荷
単

位
ご
と
に
放
射
性
物
質
に
関
す
る
検
査
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
台
湾
な
ど
三
の
国
及
び
地
域
、
日
本
の
食
品
の
一
部
に
つ
き

輸
入
を
停
止
し
、
又
は
検
査
証
明
書
若
し
く
は
産
地
証
明
書
を
要
求
し
て
い
る
の
は
、
香
港
な
ど
五
の
国
及
び
地
域
、
日
本

の
食
品
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
放
射
性
物
質
に
関
す
る
検
査
の
み
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
八
か
国

と
な
っ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



本
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
同
年
四
月
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
対
前
年
同
月
比
六
十
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
二
十
九

万
五
千
八
百
人
と
な
っ
て
お
り
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

本
年
五
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
日
中
韓
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
産
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
科
学
的
証
拠
に
基
づ
き
、
必
要
な

対
応
を
慎
重
に
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
見
解
を
共
有
し
た
。
ま
た
、
三
か
国
で
観
光
分
野
で
の
協
力
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
も
一
致
し
た
。

ま
た
、
二
国
間
会
談
に
お
い
て
、
中
国
と
の
間
で
は
、
輸
入
規
制
措
置
の
緩
和
、
観
光
促
進
の
た
め
の
訪
日
団
の
派
遣
等

の
具
体
的
な
成
果
を
あ
げ
、
ま
た
、
韓
国
と
の
間
で
は
、
日
本
産
品
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
交
換
、
観
光
分
野
に
お
け
る

連
携
等
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。

な
お
、
我
が
国
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
風
評
被
害
の
防
止
に
向
け
て
、
引
き
続
き
情
報
収
集
を
行
い
、
中
国
及
び
韓
国
以

外
の
国
及
び
地
域
、
国
際
機
関
等
に
対
し
て
も
情
報
提
供
及
び
説
明
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
過
剰
と
思
わ
れ
る
措
置
を
と

っ
て
い
る
国
及
び
地
域
に
対
す
る
働
き
か
け
を
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二


